
「５月開催の体育大会を終えて」
校長 前野 耕一

地球温暖化の影響もあるのでしょうか、近年、９月前半の薩摩川内における最高気温は３０度から３５度に達

し、日中の運動には大変厳しい環境が続いております。熱中症のリスクも高まることから、本校では教育課程を

大幅に見直し、本年度、開校４５年目にして初めて体育大会を５月に実施いたしました。

新学期開始からわずか１か月という短い準備期間ではありましたが、生徒会や各学級の保体部長・副部長、応

援リーダーを中心に、「体育大会を成功させたい」という思いが全校生徒一人一人に広がり、限られた時間の中

で充実した練習に取り組むことができました。

当日は、「劦戦奮燈～絆は力 笑顔は宝～」のスローガンのもと、応援リーダーと全校生徒による川内中央中

エールにはじまり、各学年の全員リレー、エイトマン、ロックはんやなどにおいて、学級・学校が一体となって

競技や演舞に臨み、さわやかな感動をもたらしてくれました。

早朝よりご来校くださった来賓の皆様、保護者・地域の皆様に、心より感謝申し上げます。

また、大会後に実施いたしました保護者アンケートには、２２６件もの貴重なご回答をお寄せいただきました。

ご多用のところご協力いただき、誠にありがとうございました。いただいたご意見・ご感想は、今後の体育大会

運営の改善に生かしてまいります。

保護者アンケートの結果から

１ お子さんの所属学年をお書きください。２ ５月の体育大会の実施時期について ３ 今回の体育大会の総合評価を教えてください。

（長子の学年で結構です。）

【ご意見の一部をご紹介します。】100件を超える貴重なご意見をいただきました。ありがとうございました。

・初めての５月開催。暑くもなく寒くもなく、観戦していてとても過ごしやすい時期でよかったです。子供たちも楽しそ

うに参加していたのが良かったです。学ラン着ての演舞がなくなったのは、ちょっと寂しかったです。

・短い練習期間で子供達も精一杯頑張る姿に感動しました。3年生という事もあり、最後の体育祭でした。競技が少ない

のが少し残念です。午前中のみの開催したがお弁当も楽しみの一つなのでまたお弁当＋午後の開催もできれば一日楽し

めるのではと思います。（一部抜粋）

・みんな頑張っていましたが、もう少し違う競技があればより一層盛り上がるのではと思いました。

・部活動紹介が一周あって欲しかった。

学校運営協議会が開催されました。

薩摩川内市は、学校と地域住民が協力して学校運営を行うコミュニティー・スクール（学校運営協議会制度）

を各中学校区ごとに設置しています。 この協議会では、学校の経営方針や地域との連携について年５回会場を

変えながら話し合いを行います。5月15日（金）に第１回川内中央中学校区学校運営協議会が、平佐西小学校で

開催され、各学校の令和８年度の学校経営の説明を行い、委員の方々と意見を交え、学校経営について承認をい

ただきました。



５月10日（日）、第45回体育大会が開

催されました。保体部を中心に、生徒会・

学級役員、応援リーダーが、自分たちの手

で体育大会を創り、盛り上げようとする強

い意志と団結力を感じる大会でした。

学級対抗「全員リレー」や「エイトマン」 【学級一丸となって跳んだ回数を競うエイトマン】

伝統の「ロックはんや」など、中央中生徒

のエネルギーを感じました。今後も学校生

活の様々な場面で、大会スローガンにもあ

る「絆」を力に、一人一人の笑顔が輝く中

央中であることを願っています。
【中央中伝統のロックはんや】

５月19日(火)，小中一貫教育の一環とし

て、中央中学校区の小学校旧６年担任・関

係の先生方が、中学１年生の授業参観を行

いました。小学校を卒業し、約２か月が経

ちますが、制服も変わり、少し大人になっ

た姿を小学校の先生方に見せることができ

たのではないでしょうか。また、５月20

日(水)には、綱引き交流事前学習がありま

した。学校運営協議会の成川多喜子委員を

講師に、綱引きのポイント等について学び

ました。21日には、小学校６年生児童へ

の指導や交流を行います。今年度も小中一

環教育を通して、小学校と連携を図りなが

ら、生徒の健全育成、学力向上に取り組んでいきたいと思います。
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